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睾丸固定術後に発生 した睾丸腫瘍の1例
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TESTICULAR TUMOR FOLLOWING  ORCHIOPEXY  : 

            A CASE REPORT
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              and Juichi KAWAMURA 
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   Herein we report a 26-year-old patient in whom seminoma developed in the testicle which 
had been fixed 9 years earlier. Thirty five of such cases in the Japanese literature are reviewed. 

                                                      (Acta Urol. 35: 1613-1615, 1989) 
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緒 言

今回われわれは,睾 丸固定術後9年 目に発生した睾

丸腫瘍例を経験 したので,症 例を報告するとともに本

邦35症 例を集計し,若 干の文献的考察を加えた.

症 例

患 者lI.M,26歳

主 訴:左 陰 嚢 内容 の無 痛 性 腫 脹

家 族 歴:特 記 す べ き こ とな し

既 往 歴=17歳 時,左 睾 丸 固 定 術

現 病 歴:1987年4月 頃,左 陰 嚢 内容 の 無 痛性 腫脹 に

気付 き,次 第 に増 大 して きた た め1987年5月23日 当科

外 来受 診,左 睾 丸 腫 瘍 の 診 断 に て 入 院 とな った.

入 院時 現 症=体 格 中 等 度,栄 養 状 態 良 好 で 表 在 リン

パ節 は触 知 しなか った.左 陰 嚢 内容 は,鶏 卵 大,表 面

平 滑,弾 性 硬,非 透 光 性 で 圧 痛 は な か った.な お,右

陰嚢 内容 は 正 常 に 触 れ た.

入院 時 検 査 成 績:血 算:WBC5,230/mm3,RBC484

×Io4/mm3,Hb15.29/dl,Ht43.7%,Plt27・2×104

/mmi,血 液 生 化学:TP7.lg/dl,Alb4・59/dl,AIG

王.7,GOTI5u/L,GPTgu/L,LDH141u/L・

r-GTP8u/L,AIP64u/L,T-Bil1・omg/dl・D-Bil

o.lmg/dl,BuNl4mg/dl,Cro・9mg/dl,uA5・9

mg/d1,NaI47mEq/L、K3.9mEq/L,αll3mEq

/L,Ca9.4mg/dl,P2.3mg/dl,FBs98mg/dl,腫

瘍 マ ー ヵ 一AFPOng!ml,hCG3.Ong/ml,β 一

hCGo.80ng/ml,CEA1.ongfmL

レ ン トゲ ン所見 ・胸 部 レ線撮 影 では 異 常 所 見 な く,

また 各 種 画 像 診断 に て転 移 等 を 疑わ しめ る異 常 所 見 を

認 め な か った,

以 上 の 所 見 よ り,左 睾 丸 固定 術 後に 発 生 した 睾 丸腫

瘍T,N。Ml。 と診 断 し,1987年6月2日 左 高 位 除 睾術

を 施 行 した.

摘 出標 本45×30×25mm,399,表 面 平 滑,弾 性

硬,割 面 で は,周 囲 を正 常 組 織 と思わ れ る部 分 に 囲 ま

れ た,一 部 に 赤 色 部 を混 ず る,直 径約25mmの 黄 色

充 実 性 の 腫 瘍組 織 を認 め た.

病 理 組 織 所 見:腫 瘍 組 織 と正 常 組織 との境 界 は 明 瞭

で,細 胞 質 は 円 形 も し くは 多 稜 形 で 明 るか った.核 は

円形 で濃 染 され,1～2個 の核 小 体 を認 め た 。 また,

一一部 に リ ンハ球 の 後 潤 を認 め た(Fig .1).

以上 の 所 見 よ り,pureseminoma,pTiNoMi。 と

診 断 した.

術 後 経 過 は 良 好 で あ った が,β 一hCGの 低 下 が み ら

れ ない た め,6月23日 よ り,左 腸 骨 域 か ら傍 大 動 脈 域

に か け て,合 計3,000radの リ ニア,ク 照射 を 施 行 し

た.そ の 後,β 一hCG低 下 傾 向が み られ た た め,退 院

し,現 在 外 来 に て慎 重に 経 過 観 察 中 で あ る.
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Fig.2.Patientdistributionaccordingtothe

ageoforchiopexy(openbar)andthe

ageofdiagnosisofthetumor(shadow

bar)

Year
Table2.Histopathologyoftesticuiartumor

(n=37)

Se皿inoma

Embryona亘carcino旧a

Erbryonalcarcinoma

+others

Teratocarcinoma

Teratoma

23(62%)

3(8X)

4(11%>

4(11X)

3(8%)

35

15

10

考 察

本邦における停留睾丸固定術後の腫蕩発生症例につ

いて,35例 を集計 し,検討を加えた1-14)患 側 は,右側

が19例(54%)と やや多かった(Tablel).病 理組織

型は,精 上皮腫が23例(62%)と 最 も多かった(Ta-

ble2).睾 丸固定術を受けた年齢はFig.2に 示すご

とく,3歳 から37歳 までであり,平均年齢は15.6歳 であ

った.そ のうち10歳 代が20例 と多く,一 般に固定術年

齢については高い傾向がみられた.ま た腫瘍発生年齢

は18歳 から50歳 までに分布し,20歳 代が15例(39,4

%)と 最 も多く平均年齢は32.7歳 であった.

睾丸固定術から腫瘍発生までの期間は,2年 から45

年にわた り,平 均17.4年 であった,腫 瘍発生までの期

間を,固 定術施行年齢別に検討してみると,年 齢が増

すに したがって短期間に腫瘍の発生する傾向を認めた

Fig。3.
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Intervalbetweentheageoforchiopexy

anddiscoveryofthetumor(Year)

(Fig.3).

停留睾丸において悪性腫瘍の発生率が高いことは,

広 く認められて いる15・16).また,そ の病因につい て

は,さ まざまな研究がなされている.解 剖学的位置異

常を起因とする説や,睾 丸自体の未分化性を起因とす

る説があるが,未 だ推論の域を出ていない.片 側停留

睾丸患者の反対側正常位睾丸の腫瘍発生頻度が,正 常

者畢丸より高いという報告や17・18),固定術施行後の腫

瘍発生年齢が,一 般の睾丸腫瘍発生年齢と全 く差がみ

られなかったとの報告があ り19),これ らが後者の説を

支持する理由となっているようである.そ れゆえ,睾
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丸固定術がその施行年齢や手術そのもので悪性化防止

に絶対的意義を持つ とは思われない.し か し,思 春期

以降に固定術を施行 した例に,悪 性化例が多いとの報

告もあ り20),今 回の集計でも10歳 以降に施行した例が

80%に ものぼっている。また,最 近の報告で,2歳 ま

でに固定術を施行 した症例には,悪 性化が極めて少な

いとい う意見もある21).事 実,本 邦報告例の最小年齢

は,3歳 であった.

このように悪性化の原因が,未 だ充分に解明されて

いない現在,固 定術はなるべ く早期に行い思春期以降

の停留睾メLに対 しては,片 側の場合は原則として,除

睾術を考慮すべきであると思われる.ま た,早 期睾丸

固定術が,絶 対的に腫瘍発生を防止するものでないこ

とや、片側停留睾丸患老で,反 対側正常位睾メLの腫瘍

発生が,と きに見られることから,固 定術 ・除睾術後

も長期にわた り,厳 重な経過観察が,必 要であると思

われる.

結 語

睾丸固定術9年 後に発生した睾丸腫瘍の 正例を報告

するとともに,若 干の文献的考察を加えた。
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